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活気・魅力・人づくりの村 information

　　

子育て世帯への臨時特別給付金のご案内
　子育て世帯への臨時特別給付金とは、新型コロナウイルス感染症が長期化し、その
影響が様 な々人 に々及ぶ中、子どもたちを力強く支援し、その未来を拓く観点から、子育
て世帯を支援する取組の一つとして国から支給される給付金です。

１. 支給対象者

①令和３年９月分の児童手当（本則給付）支給対象となる児童
②９月30日時点で高校生（平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれ）の児童
（保護者の所得が児童手当（本則給付）の支給対象となる金額と同等未満の場合）
③10月以降令和４年３月31日までに生まれた児童手当（本則給付）の支給対象児童
※9月に生まれた子を含む（新生児）

●18歳以下の児童の内、１人でも児童手当を受給している児童がいる世帯は12月末まで
に対象者全員分のお支払いをしています。

●高校生のみの世帯の方、公務員の世帯の方など申請が必要と思われる世帯の方には、
12月中旬頃に申請書をお送りしました。
　１月下旬から順にお支払いをする予定です。

２. 支給額

児童１人につき　一律10万円

３. 申請方法
高校生のみの世帯の方、公務員の世帯の方等申請が必要な方は、12月中旬頃にお
送りした申請書に必要事項を記入し、添付資料と一緒に返信用封筒で申請をしてくだ

さい。

なお、申請書が届いていない場合は飛島村役場住民課にお問合せいただくか、村公式

ホームページより申請書をダウンロードして申請をしてください。

●問合せ先　民生部住民課
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石川県輪島市と友好交流協定を締結しました

飛島村

輪島市

男
（人）

女
（人）

計
（人）

世帯数
（世帯）面積（㎢）

輪島市 11,829 13,150 24,979 12,036 426.32

飛島村 2,397 2,320 4,717 1,733 22.42

輪島市の紹介

▲手を取り合う梶市長と加藤村長

これまでの交流

▲人口世帯数と面積（令和３年１２月１日現在）

▲輪島朝市

▲輪島塗の四段重

▲御陣乗太鼓（ごじんじょだいこ）

▲大本山總持寺祖院

▲輪島・白米千枚田（しろよねせんまいだ）あぜのきらめき

　11月25日（木）石川県の輪島市役所において輪島市との友好交流協定締結式が行われました。
　本村では、平成 30年に飛島村観光交流協会を設立し、輪島市を視察したことを機に交流が始まりました。平成 31年
3月には「とびしマルシェ」に輪島市ブースを設け、特産品の干物などを販売しました。同年 10月には、「白米千枚田
あぜのきらめき」に村職員が参加し、11月の「わじま里山里海まつり」では本村の特産品を販売するブースを出展する
など観光ＰＲを行いました。
　太平洋側と日本海側をつなぐ広域観光ルート「昇龍道」沿いに位置する両市村は、こうした交流をさらに活性化させ
ていきたいとの思いが一致し、今回の友好交流協定締結に至りました。
　式では、輪島市の梶文秋市長と加藤村長が協定書に署名を交わし、西恵輪島市議会議長と渡邉一弘飛島村議会議長
が立会人を務めました。梶市長は「特産品をお互いの市村の行事で紹介し、市民、村民が交流するようになれば良い」
とあいさつしました。また、加藤村長は「輪島と飛島は、港や工業団地、住宅地開発、イルミネーションイベントがあるな
ど共通点がある。それぞれの特性を活かしながら末永い交流が続くことを願う」と話しました。

能登半島の北西にある輪島市は、豊かな緑と海に囲まれた町です。
中世に曹洞宗の本山「總持寺（そうじじ）」が開かれ、北前船の
世紀には、海上交通の要衝として栄えるとともに、江戸中期以降は、
漆器業（輪島塗）が盛んになりました。

●「とびしマルシェ」で特産品を販売� （令和２年３月）
●飛島村特産品フェアで特産品を出品� （令和２年９月）
●表敬訪問（輪島市長・輪島市議会議長）�（令和３年１０月）
●「トビシマライツナイトマーケット」で特産品を販売
� （令和３年１１月）

●「白米千枚田あぜのきらめき」でペットボタル設置
� （令和元年１０月）
●「わじま里山里海まつり」に出展� （令和元年１１月）
●「雪割草まつり」で飛島村パンフレット配布
� （令和３年４月）

　輪島の朝市の歴史は古く、平安時代から行われていたという
文献があることから、1,000年以上の歴史があることになります。
神社の祭礼日などに生産物を持ち寄って、物々交換しあっていた
のが市の始まりとされています。

　輪島塗は全国の漆器産地で唯一、重要無形文化財に
指定され、木製漆器の生産量は日本一を誇ります。
　輪島塗の工程は、手数では７５～１３０回におよび、完
成までに半年から１年の期間を要します。

　輪島市の名舟町でのみ伝承される陣太鼓です。
　始めはゆっくり、次にやや早く、最後はもっとも早く、『序・
破・急』の三段で打ち切り、各自が自由な形で見えを切り、
面に応じ、個性を生かした芸を入れるのが御陣乗太鼓の
見せどころであり、聞きどころです。

　曹洞宗の大本山として1321（元享元）年に創建され、開創
700年を迎えました。総ケヤキ造りの風格ある山門や仏殿、法
堂などが残っています。

　世界農業遺産「能登の里山里海」を代表する棚田「白米千
枚田」を彩るイルミネーションイベント。約 25,000 個の LED
装置「ペットボタル」は、ボランティアが設置しています（期間：
令和３年 10月23日～令和４年３月13日）。
　トビシマライツで使用しているペットボタルは、輪島市からお借
りしました。

【輪島市】【飛島村】

▲飛島村と輪島市の位置
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令
和
３
年
９
月
に
、
自
ら
の
健
康
を

維
持
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
へ『
す

こ
や
か
商
品
券
』を
送
付
し
ま
し
た
。

　
使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、‌

 

お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
使
用
期
限

　
２
月
28
日（
月
）

●
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課

す
こ
や
か
商
品
券
は

早
め
の
ご
使
用
を

　　　　

　令和４年４月からエコプラザでは、ペットボトルの搬入方法を変更させていただきます。
　エコプラザにペットボトルとキャップを搬入する前に、ご自宅でペットボトルのラベルをはが
して分別し、さらにペットボトルとキャップを分けた状態でエコプラザへ搬入をお願いします。
　ラベルは、プラスチックごみ（透明ブルー色ポリ袋）に入れて毎週水曜日に出してください。
　令和４年度からリサイクルの品質を上げ、良質な資源として活用するため、ペットボトルの
ラベルをはがして分別することにご協力をお願いします。

【ペットボトル・キャップ・ラベルの分別方法】

●問合せ先　すこやかセンター内保健環境課

ペットボトルのラベルの分別にご協力ください

＋
ラベルは、
プラスチックごみ‌
として
ごみ集積所へ

①ペットボトル
②キャップ
は、軽くすすいで
エコプラザへ



広報とびしま／2022年1月7
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支

給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の「
万
が

一
」に
も
国
が
責
任
を
持
っ
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で

き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
と
、

　
民
生
部
住
民
課

【
介
護
保
険
】

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
、
一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
申
告
者
本

人
や
扶
養
親
族
が
障
害
者
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
１
月
中
旬
以
降

に
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告（
ま
た
は
準

確
定
申
告
）の
際
に
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課

　

確
定
申
告
な
ど
の
際
、
前
年
の
１
月

か
ら
12
月
末
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

護
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。
次
の
方
に
は
、
１
月
中
に
保

険
税（
料
）の
納
付
状
況
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税

　

保
険
税
を
納
付
し
た
世
帯
主
の
方
に

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額
確
認

書
」を
送
付
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
介
護
保
険
料

　

普
通
徴
収（
口
座
振
替
・
納
付
書
払

い
）で
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
額
確

認
書
」、「
介
護
保
険
料
納
付
額
確

認
書
」を
送
付
し
ま
す
。
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）の
方
は
、

１
月
中
に
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年

金
保
険
者
が
送
付
す
る「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」に
保
険
料
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

【
国
民
健
康
保
険
】

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

保
険
税（
料
）納
付
状
況
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

「
万
が
一
」の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、
所
得

が
な
い
学
生
の
方
ご
本
人
の
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に

よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
等
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た

め
に「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納
付
猶

予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ

リ
ッ
ト
、
保
険
料
の
納
付
方
法
や
免
除

の
手
続
き
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
動
画
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　
民
生
部
住
民
課

20
歳
に
な
る
と

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
送
付
し
ま
す

新
成
人
の
皆
さ
ん

（二次元コード）
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本
村
で
は「
近
所
の
庭
や
田
畑
で
ご

み
を
燃
や
し
て
い
て
煙
が
迷
惑
」と
い

っ
た
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
て
燃
や

し
た
り
、
穴
を
掘
っ
て
燃
や
し
た
り
、‌

 

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
炉
あ
る
い
は
ド
ラ
ム

缶
、
一
斗
缶
な
ど
で
燃
や
し
た
り
す
る

こ
と
は
野
焼
き
行
為
に
該
当
し
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
ご
み
は

野
焼
き
せ
ず
、
本
村
の
ご
み
収
集
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
集
日
は
、
す
こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
の
例
外

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め

　
　
（
例
）
河
川
敷
、
道
路
の
草
焼
き

②
天
災
や
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

③
風
俗
慣
習
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め

　
　
（
例
）
火
祭
り
、
ど
ん
と
焼
き

④
農
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の

●
必
要
書
類

・
補
助
金
申
請
書

　
開
発
部
建
設
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
領
収
書
の
写
し（
保
護
者
が
ま
と
め
て

申
請
す
る
場
合
は
お
子
さ
ま
ご
と
に

領
収
書
が
必
要
で
す
）

・
生
年
月
日
を
証
明
す
る
も
の

・
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
安
全

承
認
適
合
が
わ
か
る
も
の（
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
現
物
提
示
で

も
可
）

・
納
税
証
明
書
ま
た
は
村
税
納
付
状
況

を
税
務
職
員
以
外
の
村
職
員
が
調
査

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
文
書　

・
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

●
申
請
期
限

　
３
月
31
日（
木
）

※
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入

し
た
年
度
末
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
開
発
部
建
設
課

　

本
村
で
は
、
転
倒
や
交
通
事
故
の
際

に
頭
部
を
保
護
す
る
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
す
る
た
め
、‌

 

令
和
３
年
４
月
か
ら
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
費
に
つ
い
て
県
と
連
携

し
た
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
７
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
の
方

（
補
助
申
請
年
度
末
に
当
該
年
齢
に

到
達
す
る
方
を
含
む
）

●
対
象
と
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

令
和
３
年
４
月
以
降
に
購
入
し
た
新

品
の
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
、

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー
ク
、
Ｃ

Ｅ
マ
ー
ク
な
ど
安
全
性
の
承
認
を
受

け
た
も
の

●
補
助
率
等

・
購
入
金
額
の
２
分
の
１
の
額
ま
た
は

２
，０
０
０
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額（
そ

の
額
に
１
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
は
切
り
捨
て
）

・
１
人
に
つ
き
１
個（
回
）限
り

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
金

⑤
た
き
火
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
通
常
行
う
廃
棄
物
の
焼
却
で

あ
って
軽
微
な
も
の

　
　
（
例
）
落
ち
葉
た
き
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
。
近
隣
住
民
の
ご
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

●
や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、
次
の
こ

　
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
器
具
を
準
備

す
る
。

②
で
き
る
か
ぎ
り
複
数
人
で
行
う
。

③
焼
却
中
は
風
向
き
の
変
化
に
注
意
す

る
と
と
も
に
強
風
時
は
行
わ
な
い
。

④
焼
却
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
火
の

監
視
を
す
る
。

⑤
建
物
や
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は

絶
対
に
行
わ
な
い
。

⑥
焼
却
火
の
残
火
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
る
。

※
例
外
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
近
隣

住
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
場
合
は
、‌

 

「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に“
著
し

い
影
響
”を
与
え
る
焼
却
」と
し
て

指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
周

辺
へ
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
環
境
課

野
焼
き
な
ど
の
焼
却
行
為
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す


